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若者による気候変動の解決を導くビジョン
作成を通じた活動の拡大と提言の影響力強化

地域住民等主導の「気候変動適応の共創
プログラム」の開発試行と、実践普及のため
の体制構築

環境問題への関心向上
公開WS 7 回

イベント参加人数 143 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 60 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目

調査研究

ひろげる助成

2年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
10月17-18日にLCOY Japan 2020と題したオンライ
ンイベントを実施。日本全国と海外3か国を含む計79
人の若者が参加し、日本の気候政策への学びを深め
た。理想の社会像「クライメートビジョン」について
議論、出た意見は実行委員でまとめ、12月にイラス
トとして団体SNS上で発表した。
9月19-20日に岡山県西粟倉村へのフィールドワーク
を実施。温泉施設の薪ボイラー、地域熱供給システ
ム、水力発電所の見学を通して、再エネで自給率
100%をめざす村の取組みを知り、提言に役立てた。

活動内容と成果
具体的な地域主体の適応策の事例を共有する事例発
表を行い、ディスカッションした。また、地域の特性
にあったプログラムをすすめた結果、新たな自助・
互助、あるいは自助・互助にとどまらず自治体との
パートナーシップへと発展する可能性が見えた地域
や、地域住民が次の世代に向けてプログラムを実施
する予定に進展した。新型コロナウイルスの影響で
対面による活動が厳しいことを踏まえて、オンライ
ンでも共通理解ができるように映像教材の制作に着
手した。

課　題
気候変動問題が現実的な問題として認識されていな
い、あるいは特に地方において情報摂取機会が限定さ
れている。また青年の意見が政策に反映されにくい。

目　標
日本の青年の意識が向上し、気候変動問題解決を目
指して多くの青年が行動する、また気候変動対策に
対して青年の意見・ビジョンが反映される。

課　題
地域主導の包摂的な適応策を組み立て、住民の生命
と財産、その基盤である自然資源、社会資源を守る。

目　標
地域住民等主導の気候変動適応の共創プログラムが
各地で用いられている。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
実行委員内での事前会合や合宿等、
オフラインでのイベントが中止と
なったため、例年のようなチームビ
ルディングを行えなかった。

■工夫した点
5月入会の新メンバーにイベント企
画を依頼し、9月・10月にオンライン
イベントを実施。チームビルディン
グと育成を同時に達成。

■苦労した点
緊急事態宣言の発出で、現地での活
動ができなかったため、オンライン
での会議や報告発表会の実施・映像
教材の制作を行った。

■工夫した点
ギリギリまで時期をずらして対応し
た。また、現地のコーディネーターと
のコミュニケーションをSNSなども
含めて密に行った。

完成した「クライメートビジョン」を「持続可能な社会を目指すZ世代から環境省
への提案書」を共同執筆した青年を中心に共有し、30,000人への認知を目指すとと
もに省庁と連携した協働案を創出・実施する。

2021年度は、適応の共創プログラムを実施する地域主体者が増えるように、学校
教育や環境教育、活動リーダーの育成の現場など、可能性のある学びの場で映像教
材を使ってもらえるようにしたい。

今後の
展望

今後の
展望

LCOYにて「やりたいこと宣言」の様子LCOYにて「やりたいこと宣言」の様子

岡山市富山公民館での講座岡山市富山公民館での講座

SDGs未来都市 西粟倉村を訪問SDGs未来都市 西粟倉村を訪問

相模原市藤野地区でのフィールド相模原市藤野地区でのフィールド
ワークワーク

プログラムの実施 2 地域

映像教材の作成 2 本

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％

 日本全域

 日本全域


